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ら
約
百
二
十
人
が
、
最
新
の
研

究
発
表
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

 

古
文
書
学
会
が
石
川
県
内

で
開
か
れ
る
の
は
初
め
て
。
中

尾
尭
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
小
堀
為
雄
副
学
長
が
「
実

り
あ
る
研
究
会
に
な
る
こ
と

を
祈
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機

に
本
学
へ
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。 

 

四
日
は
藤
井
譲
治
京
大
大

学
院
教
授
、
北
西
弘
花
園
大
客

員
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
将

軍
の
領
知
朱
印
状
、
加
賀
門
徒

の
感
性
を
テ
ー
マ
に
公
開
講

演
を
行
い
、
五
日
は
十
一
の
テ

ー
マ
で
研
究
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 

し
ま
し
た
。 

 

学
校
紹
介
ビ
デ
オ
を
見
せ

た
あ
と
、
蓮
覚
寺
祐
二
副
校
長

が
来
年
度
入
試
の
手
続
き
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
出
席
者

か
ら
は
、
専
願
や
子
女
弟
妹
の

優
先
度
、
推
薦
入
学
者
の
歩
留

ま
り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用

率
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。 

 

青
山
克
彌
校
長
が
あ
い
さ

つ
で
「
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
資

質
、
個
性
、
適
性
を
見
極
め
、

大
切
に
み
っ
ち
り
育
て
て
い

き
た
い
」
と
教
育
方
針
を
強
調 

 

金
沢
東
高
校
の
平
成
十
五

年
度
中
高
連
絡
会
は
三
日
、
金

沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
で

開
か
れ
、
金
沢
市
内
を
中
心
と

し
た
中
学
校
五
十
校
の
校
長
、

教
頭
、
教
員
ら
約
九
十
人
が
訪 

 

第
三
十
六
回
日
本
古
文
書

学
会
大
会
＝
写
真
＝
は
十
月

四
日
と
五
日
、
金
沢
学
院
大
学

講
堂
を
会
場
に
開
か
れ
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
大
学
関
係
者 

教
育
方
針
を
ア
ピ
ー
ル 

東
高
校
の
中
高
連
絡
会
開
く

馳文科政務官が来訪

「
優
れ
た
学
生
育
成
を
」 

 
 
 

教
員
・
職
員
を
激
励 

職員を前にあいさつする馳政務官（左）＝１号館１階 

 

小
泉
再
改
造
内
閣
で
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
に
就
任
し

た
馳
浩
自
民
党
代
議
士
は
七

日
、
金
沢
学
院
大
学
・
短
大
、

金
沢
東
高
校
を
視
察
に
訪
れ
、

教
員
、
職
員
ら
に
対
し
「
優
れ

た
学
生
を
育
て
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
激
励
し
ま
し
た
。 

 

馳
政
務
官
は
初
め
に
宮
本

匡
章
学
長
、
青
山
克
彌
校
長
、

上
山
夏
樹
副
理
事
長
ら
と
懇

談
し
ま
し
た
。
宮
本
学
長
が

「
地
元
の
大
学
に
と
っ
て
心

強
い
方
が
政
務
官
に
な
ら
れ

た
」
と
歓
迎
す
る
と
、
馳
政
務

官
は
「
若
い
人
の
心
を
つ
か
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
こ
た

え
、
新
し
い
職
務
に
意
欲
を
示

し
ま
し
た
。 

馳
政
務
官
は
こ
の
あ
と
、
教 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト 

入
賞
作
品
決
ま
る 

 

金
沢
学
院
大
は
、
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
の
人
材
発
掘
を
目
的

に
募
集
し
た
「
第
二
回
日
本
海

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品
二
十
八
点
を

決
め
ま
し
た
。 

今
回
は
全
国
か
ら
九
十
二

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
十

九
日
午
後
一
時
か
ら
、
金
沢
市

末
町
の
同
大
講
堂
で
表
彰
式

が
行
な
わ
れ
、
最
優
秀
グ
ラ
ン

プ
リ
な
ど
の
各
賞
が
発
表
さ

れ
ま
す
。 

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。 

（
五
十
音
順
） 

 

浅
田
真
希
、
阿
字
地
美
幸
・

木
屋
美
沙
子
、
夷
藤
春
樹
、
梅

本
裕
二
、
岡
崎
美
保
、
小
野
留

美
子
、
柏
旨
乃
、
金
沢
商
業
高

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
制
作
部
、
川

端
理
司
、
小
松
靖
明
、
白
矢
幸

司
、
田
中
佑
莉
、
谷
口
由
香
、

田
端
有
起
、
寺
本
直
洋
、
根
上

雅
江
・
山
本
紗
野
佳
、
野
竹
由

梨
、
羽
咋
工
業
高
ビ
ジ
ュ
ア
ル

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
浜
多
純

生
、
松
田
亜
里
、
松
茂
良
徹
、

宮
岸
美
香
、
宮
下
恵
里
名
、
宮

田
奈
央
子
、
柳
瀬
寛
子
、
山
辺

瑞
夏
、
横
越
悟
史
、
米
久
淳 

会
・
全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協

会
主
催
）
の
席
上
、
栄
養
士
養

成
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

に
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
期
待
し

ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

 

本
学
を
会
場
に
古
文
書
学
会 

県
内
で
初 

研
究
発
表
な
ど
熱
心
に 

相
良
短
大
教
授
に 

厚
労
大
臣
の
表
彰 

 

相
良
多
喜
子
短
大
教
授
は

こ
の
ほ
ど
、

倉

敷

市

で

開

か

れ

た

平

成

十

五

年
度
全
国 

栄
養
改
善
大
会
（
日
本
栄
養
士 

員
、
職
員
を
前
に
「
私
学
は
厳

し
い
時
を
迎
え
て
い
る
が
、
優

れ
た
学
生
を
育
成
す
る
た
め 

宮本学長と握手する馳政務官

 


